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秋好：2024年 3月期の第 1四半期決算説明をさせていただきます。代表の秋好と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

今期に関しては、利益を通期で出していくという発表をさせていただいておりまして、通期営業黒

字に向けて、流通総額、売上総利益、営業利益に関しては、計画どおりに進捗をしているというの

が、まず、大きなサマリーになっております。詳細については、後ほどご説明させていただきま

す。 
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まず、会社の概要についてご紹介させてください。 

ランサーズは 2008年に創業いたしまして、創業時から「個のエンパワーメント」という、インタ

ーネット、テクノロジーの力を使って個人をエンパワーメントしていくことをミッションに掲げ

て、経営をさせていただいております。 
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創業以来、企業と個人がマッチングして、報酬をお支払いする総額を、流通総額と呼んでいますけ

れども、創業以来、毎年、継続して流通金額が積み上がっておりまして、今期、FY2023について

も過去最高を見込んでおります。 

 

ビジネスモデルになります。仕事を発注したい企業とスキルを持っている個人、インターネット上

で出会って、マッチングして、実際に仕事をし、報酬をお支払いするまで、全てをオンライン上で

解決するという、受発注のマーケットプレイス、マッチングのサービスを提供しております。 

企業にとってみると、優秀な人材を提供し、個人にとってみると、ネットさえつながれば、時間と

場所にとらわれずに、どこでも働けるといったサービスを提供しています。われわれとしては、こ

こでマッチングした流通総額に対して、手数料をいただくといったビジネスモデルになっておりま

す。 
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やりとりされる仕事は、エンジニア、デザイナーといった IT系の職種から、コロナ後の DX と呼

ばれている中においては、セールスやマーケターといった、企業が普通に社員を抱えて行っている

ような仕事も、ランサーズの中ではマッチングがされていっております。 

 

特に昨今、DX という言葉が叫ばれておりますけれども、その DXをするための企画など、実際、

保守、運用をするための人材を強みにしておりましたが、昨年度、ワークスタイルラボという、フ
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リーランスの戦略策定ができる人たちを束ねている会社を買収しまして、ランサーズグループとし

ては、企業の戦略策定から実際の運用、保守まで、全てフリーランスと呼ばれるような、個人の力

で企業に価値提供するというところが、サービスの特徴になっております。 

 

昨今、フリーランス新法を国が制定したり、フリーランスという言葉が叫ばれておりますけれど

も、今、起こっていることは、このフリーランスや、正社員という働き方、人材派遣といった働き

方が、一人の人が土、日はフリーランスして、平日は正社員をしたり、人材派遣でいっていたよう

な方が独立してフリーランスになったりと、分かれていた市場が混ざっていって、多様化していっ

て、一人が複数で働くという傾向になっております。これはランサーズにとってみると、フリーラ

ンスのマーケットが、より大きくなるということにもなりますので、非常にポジティブに捉えてお

ります。 
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具体的に、例えば、この長野県のヌボーさんという、生花店を運営されている企業があります。地

方の生花店というリアルの店舗を持つ企業にとってみても、集客であったり、実際に花をオンライ

ンで販売したりと、DXということは切っても切れないような事柄ではあるのですけれども、なか

なか長野県というローカルで、DX人材を社員で採用するのは難しくて、ヌボーさんはランサーズ

を積極的に活用いただいております。 

店舗のデザインであるとか、そういった関連業務をランサーズに発注して、社員には、花屋さんで

すから、接客などコア業務に集中していただくという形で、デジタル推進、DX 推進を地方の企業

でも、こういったランサーズを使うことによってできるというところもランサーズの特徴と考えて

おります。 
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対個人にとってみますと、いい仕事、高い付加価値のある企業からの仕事を、ランサーズはいただ

いております。その結果として、いい個人の方が集まって、高い報酬をお支払いさせていただいて

いる。いい個人がいるから、またさらにいいクライアントの方が来る。こういった信頼を基調とし

たプラットフォームを、われわれは強みにしております。 
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結果として、信頼できる個人の方をわれわれ、信頼ランサーと呼ばせていただいておりますけれど

も、毎年、この信頼ランサーという数は増加をしております。この信頼ランサーが流通総額に占め

る割合は 9割近くになっておりますので、われわれとしては、非常にスキルが高くて信頼できる、

オンラインで働くフリーランスの数をどれだけ増やせるかというところが、競争優位の源泉になっ

ていると考えております。 

 

その信頼ランサーの数を増やすために、いい仕事を提供することも当然やるのですけれども、メン

タリング、個人が個人にスキルや働き方を教え、ランサー自身がハイレベルの教育を受けることで

スキルを上げて、結果、ランサーズで仕事ができる。この学習と仕事獲得というところのサービス

を昨今、提供させていただいています。 

また、新しい働き方 LAB では、フリーランス同士が助け合って、悩みや実際の仕事の課題をメン

タリングし合うコミュニティーですとか、年に 1回、Lancer of the Yearというフリーランスの祭

典で最も活躍したフリーランスの方を表彰し、こういう働き方ができるのだというロールモデルを

称賛することで、より、こういった信頼ランサーの方が使っていき、数も増え、ずっとランサーズ

を使っていただくという取り組み、仕組みも用意させていただいております。 
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ここからは、この第 1四半期の業績の状況について、ご説明をさせていただきます。 

冒頭、申し上げたとおり、ほぼ計画どおりに業績については進捗をしております。 

 

営業利益は、通期では黒字になっておりますが、第 1四半期のみ、一部期ずれの影響を受け営業損

失となっておりますが、7月については、営業黒字を達成する見込みになっておりまして、第 2四

半期以降については、しっかりと営業黒字を連続して達成していくというタイミングに来ておりま
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す。実際、今、マッチング事業についての売上総利益については YoY で 21%と、しっかりと成長

できていると思っております。 

 

販管費も、昨年度、生産性を上げるというところで、売上総利益に占める販管費率を、生産性向上

施策によって下げていっております。この第 1四半期のみ、一部撤退費用が第 1四半期にずれ込む

ところもあって、一時的に費用が増加しておりますけれども、基本的には、ここから売上総利益に

占める販管費率は下がっていくという見込みを立てております。 
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マッチング事業についての売上総利益推移は、先ほど申し上げましたけれども、営業利益について

は第 1四半期、1.4億円程度で、計画どおりで進捗をしております。今後の売上総利益拡大につい

ては、組織体制を強化することによって、1人当たりの売上総利益を上げていくということに第 2

四半期以降、フォーカスしていきたいと考えております。 
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実際、今、クライアント側の新規獲得は順調に進んでおり、プロダクトの改善もあって、1社当た

りのランサーズの活用金額は増えてはいっているのですけれども、この 1人当たりの売上総利益に

関しては、生産性をより上げていくというところが、まだポテンシャルがあると考えております。 

この三つの指標のうち、特に一番右側、1人当たりの売上総利益をどれだけ上げていくかが、第 2

四半期以降、われわれの売上総利益を上げていくためには、非常に重要な施策であると考えており

ますので、第 2四半期以降、こちらについても、継続的に開示をさせていただければと思っており

ます。 

 

ここからは、プロダクトのトピックになっております。 

昨今、AIという話が非常にメディアでも出ておりますけれども、ランサーズでも、AIを使った機

能や AI関連の職種を追加させていただいております。AIによって当然、一部減る仕事もあるので

すけれども、むしろ AIがあることによって、個人の生産性が上がって、より受注ができるなど、

AIというものがあるからこそ、新しいプロダクトや新しい開発の案件などが増えているところも

ありますので、マイナス影響は最小化して、プラスの影響を最大化するごとく、プロダクトのアッ

プデートを進めている状況になっております。 
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そんな AIについてのトピックスをご紹介させてください。 

われわれも、この生成 AIにおける仕事のマッチングという領域において、大規模言語モデルを使

って、より新しいイノベーションをつくっていきたい。そして、われわれランサーズの社員自身の

生産性向上を目指しまして、Lancers LLM Labsというものを立ち上げ、発表させていただいてお

ります。 

責任者には、MENTAというメンタリングの会社の創業者である入江が就任をしまして、ここから

新しいプロダクトを作って、よりランサーズにとっての生産性向上や、新しい仕事の形を提供でき

るよう、まい進していきたいと思っております。こちらもぜひ、ご注目いただければと考えており

ます。 
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そういった、創業者がMENTAから新しいミッションというところも相まって、かつ生産性をさら

に上げていくこともあって、2020年 10月にグループ化しましたMENTAについては、2023年 10

月に吸収合併をさせていただくことを、今日開示させていただきました。管理コストを中心に、経

営資源をより効率化していくことを、発表いたしました。 
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また、Lancers LLM Labs の取り組みとして、プログラミング学習アプリ、PILEを新しいサービ

スとして先週、リリースしております。いつでもどこでも、この PILEを使って学べると。生成 AI

など、ニーズの高いコースを設定しています。 

かつ、このサービスは AIを非常に活用しまして、プロダクト開発自体も 1カ月ぐらいで開発をし

ていっております。このラボからは、PILEだけではなくて、これからたくさんのプロダクトを提

供していく予定となっています。 

 

最後に、ランサーズ、2013年頃から、地方自治体さんとの取り組みをずっと継続してやらせてい

ただいております。今回、新たに静岡県様と連携させていただきまして、しずワークというものを

提供して、静岡県内の人材需要がある企業、もしくは店舗に対して DX の推進をしていくことを始

めさせていただきました。 

これで今、全国 38の自治体と提携をし、金融機関を中心に 41行と提携をしておりますけれど

も、ランサーズが直接、地方に行くだけではなくて、こういった自治体さんや金融機関さんを通し

て、冒頭、説明させていただいた、長野県の生花店、ヌボーさんのような会社を、より骨太に増や

していくという活動も今後、継続して行っていきたいと考えています。 
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最後に、今期については通期黒字化して、来期以降、営業利益をさらに増やしていくフェーズだと

捉えております。7月末に黒字の見込みを立てておりますが、第 2四半期以降、しっかり黒字を継

続して、その上で、売上成長率を、1人当たりの売上総利益を上げることで実現するということを

やり切る 1年かと捉えております。引き続き、ご注目をいただきますと大変ありがたく思います。 

私からの説明は以上とさせていただきます。ありがとうございます。 
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質疑応答 

 

Q1：まず、予想の営業利益は 0.4億円ということでございますが、1Q損失が、マイナスの 0.5億

円、7月は営業黒字ということをお話しいただきました。今後、利益は上振れていくと考えてもい

いのか、それとも計画どおりの利益水準なのか、どちらなのかお聞かせくださいというご質問をい

ただいております。 

秋好 [A]：ご質問ありがとうございます。現時点では計画どおりと捉えておりますし、重ねてで恐
縮ですけれども、7月以降については、月次でも黒字化をしていくと見込んでおります。ただ、足

元の、先ほどのMENTAの吸収合併や、営業やプロダクトに関する人員に対する、1人当たりの売

上総利益を上げていく取り組みがより功を奏せば、そういったことも考えられますが、現時点では

計画どおりであると捉えています。 

Q2：マッチング事業の売上総利益が成長率でプラス 21%ということでございますが、構成内容が

分からず、どう評価したらよろしいでしょうかというご質問をいただいております。 

秋好 [A]：構成内容については、恐縮ながら非開示とさせていただいております。前期 6月にワー

クスタイルラボという会社をグループ化したことが、少し影響しているというところで、オンライ

ンマッチング、過去ではマーケットプレイスと言っていたところについては、基本的には計画どお

り、エージェントと過去に言っていたところに関しては、一部的に、季節性で売上のマイナス影響

が出ている部分はありますけれども、トータルすると、計画どおりと捉えています。 

Q3：生成 AIについての効果や影響は今後、どのように出てくるとお考えになりますかというご質

問をいただいております。 

秋好 [A]：われわれ自身も 2月、3月と、どれくらい影響があるかというところは、非常に注目を

していました。結論から言うと、現時点においては大きく、もちろん、生成 AIがあるが故にイラ

ストの仕事が減ったり、動画編集の仕事が少し減ったりということがあることは認識しているので

すけれども、非常に、10%、20%を超えるような影響があるかというと、そこまで影響はないと捉

えております。 

ただ、それは、特にランサーズの場合は、企業が発注いただくケースが非常に多いものですから、

生成 AI関連の著作権に関する捉え方はまだ未整備であるというところで、企業が生成 AIを自分た

ちのサービスで本格的に使うということは躊躇されているかとは捉えております。そこが精査され
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ていくと、今、ランサーズで発注している仕事も生成 AIで一部できる部分も当然ありますので、

影響が少し出てくる部分もあるかなというところが、マイナスの影響と考えております。 

一方、途中、紹介させていただきましたけれども、プラスの影響も相当にあると思っております。

例えば、今、ランサーズで生成 AIの発注状況を見ますと、大体 3割ぐらいがライティングであっ

たり、動画だったり、何かコンテンツを作りたいという仕事で、4割ぐらいが関連するコンテンツ

を作る、残り 2割がシステムに関する仕事となっており、何か AIを使って自社の新しいものを作

りたいというニーズは、今この瞬間も非常に増えています。 

個人側も、AI関連のスキル登録をしている人も数千人、たった短期間で数千人、ランサーズで登

録いただいている方が増えて、個人も法人も増えているという状況で、新しいニーズは出てきてい

ますので、われわれとしては、そこのマッチングの仕方を含めて整えることで、この波を捉えて、

流通金額増につなげたいと考えております。 

Q4：マッチング事業のテイクレートに関して、23年 4月から 6月期は 19.4%でしたが、前四半

期、23年 1月から 3月期の 20.5%と比較すると、1ポイント以上低下しております。相対的に、

テイクレートの高いコンサル領域のボリュームの増減などもあるかと思いますので、QonQで見た

低下要因を、1、ミックスの影響、2、マーケットプレイスとしての純粋な低下など、場合分けの上

でご教示いただけませんかというご質問をいただいております。 

秋好 [A]：結論は、ミックスの影響と思っております。旧マーケットプレイスに関しましては、想
定の範囲の推移であり、特にテイクレートが下がっているということはありませんので、ミックス

での影響で、全体で見ると下がっているように見えるというところかなとは思っております。 

ただ、これは、一時的に低価格帯の案件が少し増えて下がった部分もあるのですけれども、基本的

にはテイクレート、高いところを取って行く、そして売上生産性を 1人当たりで上げていくという

ところを考えておりますので、これが継続して減っていくというよりもむしろ、われわれとして

は、テイクレートについては、できる限り今を維持する、もしくは上げていくことを模索したいと

考えております。 

Q5：Q1の営業損失のうち、一時費用はどの程度あったのでしょうか。また、それがなければ営業

黒字は達成されていたのでしょうかというご質問をいただいております。 

秋好 [A]：ありがとうございます。まず、売上側に関して申しますと、どうしてもランサーズの場
合、3月決算の会社さんが多いというところで、3月に非常にニーズが高まって、3月にたくさん

発注いただいたので、第 1四半期は少し 1社当たりの利用が減るという傾向があります。季節要因

で売上は減りがち、かつ販管費に関しては、途中のスライドでも詳細、書かせていただいておりま
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すけれども、一部費用は撤退費用であったり、採用教育費用であったり、少し株主総会関連で増え

たりというところがあります。 

もしそれがなかったら、恐らく営業黒字はぎりぎり達成はできていたのではないかとは思っていま

す。去年の第 4四半期で、実力値で普通に黒字化は達成していて、そこから一時を除くと、第 1四

半期も恐らく達成できたのではないかと捉えています。第 2四半期以降に関しては、何回か申し上

げていますけれども、ここからは黒字化が毎月、毎四半期、達成していくことを想定しています。 

Q6：その他事業の流通高、売上総利益ともに、通期の計画に対する進捗が低く見えます。2Q以降

の挽回の可能性を含め、低い進捗の背景をご教示いただけませんでしょうかというご質問をいただ

いております。 

秋好 [A]：われわれといたしましては、実は真逆の見方をしているというか、基本的には、今、計
画どおりの進捗と考えております。というのも、ランサーズの場合は、第 2四半期と第 4四半期、

特に第 4四半期に売上総利益等が最大化するという季節要因がありますので、例えば、1枚目のス

ライドに少し書かせていただいたのですけれども、第 1四半期の昨年の進捗率は 21%ぐらいに対

して、今、大体 24%ぐらいだったりしますので、昨年と比べても第 1四半期の進捗率はいいと捉

えております。また、2Q以降の挽回、さらに増やしていくところに関して言うと、地方の取り組

みなどは、今、基本的には見込んでおりませんので、そういったところがうまくいくと、さらに伸

ばせていくと思います。 
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